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販売価格差・原料価格差の内訳は、
聞かれない限り言わない

１９年度上期のセグメント利益は８⽉９⽇公表の⾒通しに対し▲８３億円の１７７億円となった。内訳は、
コスト︓▲５０億円
台風影響や小トラブルにより補修費が増加したことによる。

数量・構成︓▲９０億円
鋼材需要の減少や海外市況の下落等に伴う⽣産調整により粗鋼・出荷ともにマイナス。
・粗鋼⽣産▲２１万ｔ（１,４００⇒１,３７９万ｔ）
・出荷量 ▲４０万ｔ（１,２２０⇒１,１８０万ｔ）

販価・原料（スプレッド）︓＋４０億円（≒鋼材トンあたり︓＋３００円）
原料炭価格が想定よりも下落したことによりスプレッドが改善した。

棚卸資産評価差等︓＋３０億円

◆その他︓▲１３億円
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19年度上期実績セグメント利益は、前年同期比で▲９９６億円の１７７億円となった。内訳は、
コスト︓＋１３０億円

数量・構成︓▲７０億円
鋼材需要の減少や海外市況の下落等に伴う⽣産調整により粗鋼・出荷ともにマイナス。
・粗鋼⽣産▲２６万ｔ（１,４０４万ｔ⇒１,３７９万ｔ）
・出荷量▲２６万ｔ（１,２０６万ｔ⇒１,１８０万ｔ）

販価・原料（スプレッド）︓▲５１０億円（≒鋼材トン当たり︓▲4,300円）
主原料価格の上昇（主として鉄鉱⽯）と海外市況の低迷によりスプレッドが縮小。

棚卸資産評価差等︓▲２００億円

その他︓▲３４６億円
・基盤整備推進に伴う償却費・廃却損の増加
・資材・物流・外注費単価上昇
・グループ会社収益の減少 等
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9⽉末の薄板３品在庫は443.5万ｔ（前⽉比-13.2万ｔ、前年同⽉比＋3.9万ｔ）。
輸⼊材が引き続き⼀定量⼊ってきていることもあり、依然在庫レベルは高い状態が継続している。
国内鉄鋼需要は分野により需要に弱さが出てきているため、需給状況の変化に注意を払っている。
引き続き需要に⾒合った⽣産に努める。
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【厚板シャー】（出典︓厚板シャーリング⼯業組合）
9⽉末の厚板シャー在庫は44.9万t（前⽉比-0.5万ｔ、前年同⽉比＋7.3 万ｔ）。
需要環境が全般的に低調な中で在庫は増加基調にあったが、対前⽉では微減となった。

【H形鋼】（出典︓ときわ会）
9⽉末のＨ形鋼在庫は19.1万t（前⽉比-0.7万ｔ、前年同⽉比-0.7万ｔ）。
9⽉は季節要因による出荷回復や需要⾒合いの⼊庫継続等により、4か⽉連続の在庫量減。在庫率も2か⽉台
前半に低下。
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9⽉の普通鋼鋼材輸⼊量は35.5万ｔ（前⽉比-1.7万ｔ。前年同⽉比＋5.5万ｔ）。
引き続き⼀定量が⼊ってきている状況。アジア市況が低迷していることから、⽇本へ⼀部鋼材（中国・韓国）が流
⼊していると想定している。
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19年9⽉の中国粗鋼⽣産は、 前年同⽉比2.2％増の８２.８百万ｔ（前⽉比-1.6百万ｔ、前年同
⽉比＋7.3百万ｔ）。 ⽇当たり粗鋼⽣産量は、２.８百万ｔで前⽉比微減も、依然高水準を維持。

19年9⽉の中国鋼材輸出は、５.３百万ｔ（前⽉比＋0.３百万ｔ、前年同⽉比-0.６百万ｔ）。
鋼材輸出は依然として低位だが、⽣産は高水準が続いており、比較的元安の水準にあることや、主原料
価格および中国国内市況が軟化している状況を踏まえ、輸出の増加には引き続き注意を払っていく。
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19年10⽉末の中国国内市中在庫は、約９４０万ｔ（前⽉比－13.4％、前年同⽉比－4.3％）
季節パターン通り春節をピークに減少した後、高止まりが継続したが、足下は再び減少基調。
鋼材輸出は依然低位であり、現時点では底堅い内需を背景に需給はバランスを保っている。
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中国国内の熱延価格と国際スポットベースの鉄鉱⽯・原料炭価格から計算されるメタルスプレッドは、熱延価格
の軟化と鉄鉱⽯価格の高騰により、6-7⽉は$150/tを切る水準まで下落した。その後、主原料価格の下落によ
り、足元は$180/ｔまで回復するも、市況反転の兆しはみられず、その後、同水準で推移。
今後需要期、環境規制シーズンに⼊っていく中でどこまで回復するか注視していく。
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括弧内の数値は社内計画値につき公表不可
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19年度の年間セグメント利益は８⽉9⽇公表の⾒通しに対して、▲７００億円の０億円の⾒通し。内訳は、
コスト︓▲１００億円
台風影響や小トラブルにより補修費が増加したことによる。

数量・構成︓▲３００億円
・国内外の鋼材需要の減少および海外市況の軟化により、数量減と品種構成悪化を⾒込む。
粗鋼⽣産減▲１００万ｔ（２,８００⇒２,７００万ｔ）

販価・原料（スプレッド）︓▲３０億円（≒鋼材トン当たり︓▲１００円）
主として海外鋼材市況の下落によるスプレッド縮小を⾒込む。

棚卸資産評価差等︓▲３００億円

 その他︓＋３０億円

販売・原料(スプレッド)の内訳は、前
回非公表につき言わない
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19年度のセグメント利益は、前年度実績比で▲１、６１３億円の０億円の⾒通し。内訳は、
コスト︓＋５００億円
⻄⽇本製鉄所の上⼯程をはじめとした投資効果の発現等により＋２８０億円のコスト削減を⾒込む。昨年度の操業ト
ラブルによる⼀過性のコストアップ▲２２０億円の解消と合わせて、年間＋５００億円のコスト削減を⾒込む。

数量・構成︓±０億円
粗鋼⽣産は昨年度の操業トラブル影響の戻りにより増加するも、品種構成悪化を⾒込む。
・粗鋼⽣産＋69万ｔ（2,631→2,700万t）

販価・原料（スプレッド）︓▲９６０億円（≒鋼材トン当たり︓▲４,１００円）
⽶中貿易摩の激化を背景に、海外を中⼼とした鋼材市況の下落によるスプレッドの悪化を⾒込む。

棚卸資産評価差等︓▲６２０億円

 資材単価差︓▲１５０億円 （・資材費▲５０億円 ・物流費▲４０億円 ・外注費▲５０億円）

その他︓▲３８３億円
・グループ会社収益の減少
・基盤整備推進に伴う償却費増
・資産廃却損の増加 等
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19年度下期は、上期比で▲３５４億円の▲１７７億円の⾒通し。内訳は、
コスト︓＋１４０億円
⻄⽇本製鉄所の上⼯程をはじめとした投資効果の発現等により＋１４０億円のコスト削減を⾒込む。

数量・構成︓▲１００億円
国内外の需要の減少に伴う⽣産調整により粗鋼⽣産は減少を⾒込む。
・粗鋼⽣産▲５7万ｔ（１,３７９⇒１,３２１万ｔ）

販価・原料（スプレッド）︓▲１４０億円（≒鋼材トン当たり︓▲１,２００円）
⽶中貿易摩の激化を背景に、海外を中⼼とした鋼材市況の下落によるスプレッドの悪化を⾒込む。

棚卸資産評価差等︓▲１７０億円

◆その他︓▲８４億円
・基盤整備推進に伴う償却費増 等
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19年度上期のセグメント利益は、18年度下期実績対比で▲２６３億円の１７７億円となった。内訳は、
コスト︓＋２３０億円

数量・構成︓+１７０億円
18年度の操業トラブルの解消により粗鋼⽣産が回復。
・粗鋼⽣産＋１５２万ｔ（１,２２７⇒１,３７９万ｔ）
・出荷＋８万ｔ（１,１７２⇒１,１８０）

販価・原料（スプレッド）︓▲３１０億円（≒鋼材トン当たり︓▲２,６００円）
鉄鉱⽯価格の上昇と海外市況の低迷によりスプレッドが縮小。

棚卸資産評価差等︓▲２５０億円

 その他︓▲１０３億円
・グループ会社収益の減少 等
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19年度7-9⽉セグメント利益は、4-6⽉実績比で▲１１３億円の３２億円となった。内訳は、
 コスト︓▲３０億円
台風影響や小トラブルにより補修費が増加した。

 数量・構成︓▲７０億円
鋼材需要の減少や海外市況の下落等に伴う⽣産調整により粗鋼⽣産が減少。
・粗鋼⽣産▲２２万ｔ（７００⇒６７９万ｔ）
・出荷＋９万ｔ（５８５→５９５万ｔ）

販価・原料（スプレッド）︓▲７０億円（≒鋼材トン当たり︓▲１,２００円）
鉄鉱⽯価格の上昇と海外市況の下落によりスプレッドが悪化。

 棚卸資産評価差等︓＋１２０億円

 その他︓▲６３億円
・受取配当⾦の季節差
・償却費増 等
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